



































１７：５０ 福島着 解散 １９：００ 福島発
５月２７日（金）移動 １１：３０ 大学着
３．支援調査について
・小山氏（福島県原子力安全対策課）との面談
福島県原子力安全対策課の小山氏と面談し，震
災直後の対応の実際とこれまでの活動内容につい
て聞き取り調査を行い，今後の福井大学としての
支援活動の方向性について確認した。小山氏によ
れば，大学として様々な支援をしていただけるの
は大変有難いことではあるが，福島県としては目
の前のことを処理するだけで精一杯であるため，
個々の大学等の組織との調整や連絡を取ることが
できないので，できるだけ体系的にまとまった大
きな組織の中で活動して支援していただきたいと
の申し出を受けた。
・オフサイトセンター見学（平山氏（原子力安全
保安院次長）との面談）
福島第１原子力発電所付近に設置されていたオ
フサイトセンターが震災等により使用不可能とな
ったため福島県庁内に臨時に設置されていたオフ
サイトセンターを訪問し，平山氏からその活動の
内容について聞き取り調査を行った。
４．スクリーニング支援業務（南相馬市馬事公苑）
５月２５日，２６日の両日，福島第１原子力発電所
２０㎞圏内一時帰宅者に対するスクリーニング業務
に携わった。これは，文部科学省からの呼びかけ
に応えて参加したものである。
業務の前日夜１９：００から，県庁隣の自治会館に
設置されている「スクリーニング本部」に集合し，
業務の概略の説明と注意事項を受けた。当日の朝
５時５０分県庁をバスで出発。７時３０分ごろ，スク
リーニング会場である南相馬市の馬事公苑に到着。
早速準備を始めた。会場の馬事公苑は２０㎞圏のす
ぐ外側に位置し，広大な敷地の中の一角の建屋の
中にスクリーニング会場が設置されていた。敷地
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の中には，まだ，馬が取り残されており，事態の
詳細を何も知らないまま無心に餌を食む競走馬の
姿がとても印象的だった。
一時帰宅される住民の皆さんに対する説明会場
の設置（写真１）とスクリーニングの準備を行い，
各大学から派遣されてきた方々と情報交換を行っ
た。今回はじめて参加された教職員が多かったが，
すでに複数回経験されている方や大学内で支援チ
ームを編成されて組織だって参加されている大学
もあり，福井大学としてもある程度まとまった支
援チームを編成し今後の支援に活かしていかなく
てはいけないことを感じた。
住民の方々が戻って来られると，説明役・スク
リーニング役・荷物検査役の３人一組で編成され
たスクリーニングチームが，GMカウンターを用
いて一人ひとり丁寧にスクリーニングを行った。
このスクリーニングによって身体に汚染物質が付
着していると判定された場合は，隣に設けられた
自衛隊の除染班（写真２）が除染を行うことにし
ていたが，幸いこの２日間には除染対象となる方
はみられなかった。
５．放射線量分布調査
５月２４日８時３０分から，川本准教授と共に福島
県東部の空間放射線量の調査を行った。川本准教
授が運転するレンタカーにシンチレーションサー
ベイメータと GMカウンターを搭載し，移動中
の空間線量を測定し，ノートに記録した。測定の
経路と測定条件は次の通り。
（ア）福島市－南相馬市放射線量分布調査
目的：福島市から南相馬市２０㎞圏までの放射能の
分布を調べる
方法：自家用車の助手席にて測定
装置：NaIシンチレーションサーベイメーター
（τ＝３sec）
経路：福島駅－R１１５（霊山経由）－南相馬市－
浜通り南下－２０㎞通行止め地点－浜通り北
上－（飯舘経由）－福島県庁前
結果を次頁のグラフに示す。ホテルの建物を出
ると線量はすぐに上昇し，福島市内においてもか
なりの線量を示した。福島市からの移動ルートを
次頁の地図上の黒線で示す。
福島市内（屋外）で福井市内の約１０倍のバック
グラウンドを示し，南相馬市に至る途中に局所的
なホットポイントが認められた（霊山山側他）。
また，南相馬市の海岸側の福島第１原発から２０㎞
地点（浜通り）は思ったほど線量は高くない。測
定値は概ね航空機からの測定傾向に準ずるが，微
細な点で異なるところもある。トンネル内は遮蔽
効果により空間線量が著しく小さくなる傾向を示
した。尚，福井県でのバックグラウンドは概ね０．０５
～０．１μSv／hである。
次に，空間中にばら撒かれた放射性物質が地表
に降下し，土壌中にどのように分布しているのか
を調べるため，スクリーニング会場周辺の３点で
土壌中の放射線量について調べた。
（イ）スクリーニング会場での土壌中放射能分布調査
測定点：南相馬市馬事公苑内
①スクリーニング会場前２ｍ（小砂利＋赤土）
②スクリーニング会場横２ｍ（赤土状）
③馬場コーナー入口（白砂）
装 置：GMサーベイメーター（β，γ用）←表
面測定用（τ＝３sec）
写真１
写真２
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測定値を次のグラフに示す。スクリーニング建
物横の土壌表面の値が最も高くなっているが，こ
れは雨樋の近くのものであり，建物の屋根に降下
した放射性物質が雨水とともに流され，地表に溜
まったためだと思われる。しかしながら，どの箇
所においても表面付近の土壌を取り除くと，放射
線量は著しく低下したことから，放射線源は土壌
表面において土壌のフィルター効果によって濾し
取られ，中まで深く浸透はせずに表面付近にとど
まっており，表土１㎝程度を除去するだけでも除
染効果は期待できると考えられる。
６．今後に向けて
３．１１の震災とそれに伴う原子力災害の支援に
ついては，様々な組織がそれぞれの考えに基づい
て行動している。しかしながら，福島県の担当者
が言うように，各組織が自分の考えを押し付けた
支援を展開しても，現地にお荷物になるばかりか
指揮系統を台無しにしてしまう危険もあるため，
このような災害に対する支援のあり方には，今後
その支援の方法に関する充分な配慮が必要になる
だろう。
私達は，このような背景から，文部科学省や他
機関との連携による支援を継続的に実施してきて
いるが，今後も息の長い継続的な支援が必要だと
考える。
また，特に放射線・放射能に関する被害に関し
ては，これまでにない新たな知見を得た場合，で
きるだけ速やかに報告する必要性を感じているが，
同時に，住民レベルへの丁寧な説明を中立の立場
の大学等の組織が率先して行なっていくことも大
切な事だろう。
馬場（砂地）での測定風景
車での調査経路：黒線（矢印方向に移動）
―２９―
